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Solvent-free functional liquid materials have attractive attention as low environmental-loaded 

soft materials that can be used by anyone, anytime, anywhere, without using volatile organic 

solvents, which have the potential to achieve some of the Sustainable Development Goals 

(SDGs) as an alternative to solid materials. Herein, we report on development of stimuli-

responsive photoluminescent (PL) liquid materials showing slow-acting changes in PL colors 

by shearing, of which PL color changes occur not immediately but are delayed by shearing. 
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有機溶媒フリーの液体材料は、いつでも、どこでも、誰でも使用できる環境低負

荷型のソフトマテリアルとして注目されており、固体材料に代わる持続可能な開発

目標 (SDGs) の一部を達成する可能性を持つ機能性材料である。我々はこれまでにピ

ロメリット酸ジイミドを母骨格とする室温液体材料の開発を行い 1、様々なπ共役分

子を溶解した溶液が剪断応力印加により、発光色が変化することを報告してきた。

これまで調製した溶液は、溶解するπ共役分子の選択により発光色の制御が可能で

ある。また、ある溶液では剪断応力印加により発光色が即座に変化するが、発光色

変化の応答速度を制御することは困難であった。そこで本研究では、溶解するπ共

役分子の微細な分子骨格制御により、発光色が遅効的に変化する液体材料の開発に

成功したので、報告する (Figure 1)。 

 

 

 
Figure 1. 外部刺激に対して遅効的に発光色が変化する液体材料 
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